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昭和 年 月 久呂保村 糸之瀬村 合 誕生 昭和村 当時 分

校 含 小学校 中学校 持 新 い村 ター 昭和時代

高度成長期 バ 平成時代 迎え 小学校 校 中学校 校

体制 そ 後 日本 抱え 少子高齢化 人口減や 平成 大合

乗 越え 小 い 自主自立 村 繁栄 目指 選択 行

い く う元気 昭和村 合い言葉 住民 行政 協働 村 く

・学校教育 充実 進

教育行政 平成 年 学校教育法 改正 小学校 年間そ 中学校

年間 一緒 義務教育学校 制定 学校教育 変化 時 訪 中

ャッ 代表 う 不登校問題 現在 学校 抱え 問題 解決 向

動 出 い

う 変化 中 昭和村 抱え 児童生徒数 減少 著 学校施設 老

朽化 将来訪 問題 対処 く 平成 年度 義務教育学校 研究

学校 在 方調査・研究委員会 始 学校 在 方検討委員会 今回

小学校 統合 向 検討委員会 名称 変え 保護者 村

代表 方達 集 い 様々 立場 昭和村 教育行政 行く末

検討 い

コ 感染症 拡大防止期間 重 活動自体 難 い中 あ 委

員 皆様 時間 合わ い 県内・県外 視察 通 昭和村 学校形

態 将来像 い 検討い 結果 い 記 出来

今後 検討結果 昭和村 教育行政方針 一本 柱 村 住 子

笑顔 繋 決断 一助 願う あ

昭和村小学校 統合 向 検討委員会

委員長 小野 和好
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．前身 委員会 活動及 報告

昭和村学校 在 方調査・研究委員会 活動 平成 年度

平成 年 月 昭和村総合教育会議 い 昭和村教育委員会事務局管内

学校長 委員 委員会 設置 以下 活動 行い

○第 回委員会開催 平成 年 月 日

要綱 ュー 調査・研究課題 決定

○第 回委員会開催 平成 年 月 日

課題 調査研究 視察先 選定

○先進地視察 平成 年 月 日

横浜市立 義務教育学校西金沢学園 訪問

○先進地視察 平成 年 月 日

品川区立 義務教育学校日野学園 訪問

○第 回委員会開催 平成 年 月 日

報告書

○第 回委員会開催 平成 年 月 日

報告書

○第 回委員会開催 平成 年 月 日

審議 報告 報告書 完成

報告書内容

○教育・学校 関 法律

○管内小中学校 変遷

○現在 小中学校 状況 比較 メ ッ メ ッ

○村児童生徒推計 い

○学校大規模改造 小学校統合等 い

○小学校統合 校舎改修及 新築経費概算

○今後 昭和村小・中学校 在 方

○小中一貫校視察報告
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昭和村学校 在 方検討委員会 令和元年度～令和 年度

令和元年 月 昭和村総合教育会議 い 設置案 い 報告 行い 同

月 村議会議員 保護者代表 地域住民等 委員等 総勢 名 学

校 在 方検討委員会 設置 以下 活動 行い

○第 回検討委員会開催 令和元年 月 日

委員会設置 ュー 本村 教育行政 現状報告 調査・検討

課題 提議

○第 回検討委員会開催 令和元年 月 日 新治小学校視察

旧新治村 校 統合 い 経緯

○第 回検討委員会開催 令和元年 月 日

管内小学校視察 ー 討議

○第 回検討委員会開催 令和 年 月 日

要綱 改正 元年度活動報告 令和 年度 継続 い

○臨時検討委員会開催 令和 年 月 日

新任 委員 経過説明

○第 回検討委員会開催 令和 年 月

ン ー 調査 実施 い

○ ン ー 調査実施 令和 年 月 日～ 日

小学校 統合 対象 中学生以下 保護者 ﾊ ﾌ ｺﾒ

○第 回検討委員会開催 令和 年 月 日

ン ー 結果 小学校統合 意見 報告書 作成

○第 回検討委員会開催 令和 年 月 日 書面決議

報告書 内容 い

報告書

○昭和村 小中学校 現状 将来推移

○学校規模 起因 利点・課題

○在 方検討委員会 活動

○小学校 統合 向

○ ン ー 調査 結果

○管内小学校 在 方 い

○今後 い 提言
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報告書結論 管内小学校 在 方 い ・今後 い

管内小学校 在 方 い

文部科学省 示 教育 児童生徒 集団 中 多様 考え 触 認

合い 協力 合い 切磋琢磨 通 一人一人 資質や能力 伸

いく いう学校 特質 踏 え 小・中学校 一定 集団規模 確保

い 望 い あ う 限 昭和村 い 実現 い

く 小規模化 い 小学校 統合 学年 複数 化

実現 切磋琢磨 環境 提供 共 統合 子 達 共通

教育指導や 共通 施設 そ 指導い く先生方 集約 指導力

向上や負担軽減 保護者 学校運営 参加負担 軽減 行う 統

合 際 不安視 い 通学や地域活性化 問題 重要 あ

考え 管内 小学校 統合 いく あ 結論 至

統合 時期 い 統合校 場所 新設・既存改修 費用等

議論 要 問題 あ 限定 中学校 統合 際

年数や 既存 校舎 使用経過 小学校 通う予定 子

達 人数 考え く早期 計画 立 実現 いく 望 い

考え

今後 い 提言 い

年間 渡 検討 重 在 方検討委員会 新型コ ウ

感染症 猛威 昭和村 学校 関 在 方 い 全 結論 出

出来 管内 小学校 統合 一 歩

示 出来 今後 歩 止 く 統合 不安視

い 通学や地域 活性化 問題 検討 具体的 統合校 建設 向

一歩 踏 出 い い 考え そ 建設 年以上経過

い 中学校 改修時期 バ ン 考え合わ 議論 い

深く昭和村 学校 在 方 い 答え く 考え
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．統合 向 検討委員会 協議事項

令和 年 月 昭和村学校 在 方検討委員会 報告 受 昭和村長

以下 諮問 受 昭和村小学校統合 向 検討委員会 設立

村長 諮問書

昭和村内 小学校 統合 向 審議い く う諮問い

趣旨

令和 年 月 昭和村学校 在 方検討委員会 報告書 受 昭和村 子

達 良い教育環境 構築 管内 小学校 統合 向 環境

整備 行 い

小学校 統合 関 様々 問題・課題 い 洗い出 共

統合小学校 建設 向 昭和中学校 今後 在 方 含 内容 い

議論精査い 昭和村 子 達 教育環境整備 施策 い 貴委

員会 意見 求
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昭和村小学校統合 向 検討委員会設置要綱

設置

第 条 昭和村統合小学校 以下 統合小学校 いう 建設 関 必

要 事項 調査及 検討 昭和村小学校統合 向 検討委員

会 以下 委員会 いう 設置

所掌事項

第 条 委員会 所掌事項 次

統合小学校 関 問題点 課題 関

統合小学校 建設場所 関

統合小学校 昭和中学校 統合及 設並 連携 関

そ 他必要 認 事項 協議 関

組織

第 条 委員会 委員 名以内 組織

委員 次 各号 掲 中 村長 委嘱

教育委員会 代表 者

学校関係者

小学校 中学校 保育園 保護者 代表 者

村及 議会 代表 者

地域 代表 者

そ 他村長 必要 認 者

委員 任期

第 条 委員 任期 第 条 定 所掌事項 終了 村長 認

委員 欠 場合 補欠委員 任期

前任者 残任期間
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．統合 向 検討委員会 活動

○第 回 会議

日 時 令和 年 月 日

参加者 委員 名 事務局 名

内 容

（１）昭和村小学校統合に向けた検討委員会設置要綱について

（２）経緯及び昭和村学校の在り方についての報告書について

（３）委員会での検討内容、及び今後のガケカュれマについて

検討内容

今後 ュー

既存施設・新設 ュー

う 小学校 中学校 連携 い う 方法 あ

い 説明 行い 新 く校舎 建設 場合 既存施設利用 新設 場合

工事期間 違い い 説明 行い い 委員会 年間

ュー い 説明
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○第 回 会議

日 時 令和 年 月 日

参加者 委員 名 事務局 名

内 容

（１）「小中連携、小中一貫教育とは何か」について

（２）その他 （視察場所の検討について）

小中一貫教育資料 一部

小中一貫教育 何 い 上記資料等 説明 行い

深く理解 得 参考資料 小中一貫教育関連基礎資料 抜

粋 小中一貫 教育課程 編成・実施 関 手引 学校 学 在 方

配布 知識 高 小中一貫教育 体感 視察 計画

場所 い 事務局 下見 行い検討
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○視察場所 検討 下見視察

（１）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 群馬県太田市立北の杜学園

（２）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 茨城県河内町かわち学園

（３）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 茨城県つくば市秀峰学園

（４）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 新潟県三条市教育委員会 （三条市大崎学園）

（５）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 新潟県湯沢町湯沢学園

（６）

日 時 令和 年 月 日

参加者 事務局

場 所 長野県信濃町立信濃小中学校
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る視察計画

期 間 令和4年 月下旬 ～ 月上旬

※新型コ ウ 感染拡大防止 計画変更

期 間 令和4年 月下旬 ～ 月

※新型コ ウ 感染 第 波 委員会活動休止

〇視察実行

長野県信濃町立信濃小中学校

日 時 令和 年 月 日

参加者 名

平成 年度 小学校

中学校 統合 信濃町 学校 小

中一貫校 設立 そ 制度改正 平成 年度 義務教育学校

児童生徒数 前期 名 後期 名 名 全学年 実現 い

統合 児童生徒数 減少 校舎 老朽化 あ 開校 年

施設 外断熱 利用 鉄筋コン ー 造 体育館 斜 前

給食センター あ コン 学校 配送出来 校舎 階 地域交流

ー あ 地域 解放

建設事業費 億 千 百万円
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茨城県河内町立かわち学園

日 時 令和 年 月 日

参加者 名

村 合

生 町 平等性 保 町 真

中 小学校 校・中学校 校 合わ 平成 年度 建設 児童生徒数

名 年間 － 年 前期 － 年 中期 ・ 年 後期

新設校舎 体育館 授業 組 苦労 い そう

建設事業費 億 千 百万円

群馬県太田市北の杜学園

日 時 令和 年 月 日

参加者 名

令和 年度 小学校 校 中学校

合わ 群馬県初 義務教育学校 誕生

児童生徒数 前期 名後期 名 ー 学年 分

校舎 中学校校舎 増築 形 建設 体育館 校庭 給食セン

ター 設 建設事業費 億 千万円
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○第 回 会議

日 時 令和 年 月 日

参加者 委員 名 事務局 名

内 容

（１） 各学校の視察を終えて

信濃小中学校 かわち学園 北の杜学園について

（２） 小中学校の連携の方向性について

（３） その他 「地区説明会」の実施について

信濃小中学校

わ 学園
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北 杜学園

小中学校の連携の方向性について

視察報告を踏まえ、各委員から統合小学校と昭和中の連携についての意見

を聞いたところ、次のような意見が出ました。

○統合に向けた会議に時間がかかるのは、いつまでに・どこに、が決ま

っていないからだ。どこに建てるか決めてから検討を。

○子どもにとって一番の幸せな環境は先生がいっぱいいること、小中一

貫にして先生がいっぱいが望ましい。

○１年～９年間の系統立った指導が出来るほうが良い。６年３年制度に

こだわる必要はない。「行きたくなる学校」を作ることが大事。

○お兄ちゃん・お姉ちゃんとして慕われながら育つのが良い。同級生と

話せない子も下級生や上級生なら話しやすい子もいる。こうした効果

が小中一貫校ならば得やすい。いじめ防止ににも繋がる。

○小中一貫校は６年生のポれダれ性育成の課題があるとの指摘がありま

す。しかし小中一貫校では、ガスれカ分けにより２年生・４年生・７

年生のポれダれ性を育成する機会が増え、ポれダれオップとトォムれ

オップを発達段階に即して育成することができます。

○昭和中統合された時代の生徒であった。統合前は他地域の子どもと友

達になれるか心配や不安や警戒もあった。しかし始まってみればそん

な地域差は関係なかった。むしろ友達が村全体に広がった。統合で村

全体が地域になるのである。小中一貫校・統合に賛成である。

○社会全体が多様性を認め合う時代となっている。異学年での交流に価

値がある。特別支援教育もしかり。保育園では一緒のクボガ。小学校
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では別のクボガ、しかも社会に出れば一緒に活動する。だから小中一

貫教育を順調に進めて、特支の子と通常学級の子もなるべく多く普通

に交流できる学校になってほしい。

○昭和村の人材を育成する視点で考えてほしい。それが小中一貫で施設

一体型であるならそれで良い。

○小中統合から一貫校そして一体型施設の流れで良い。ただしガデれゼ

感をもって進めてほしい。現にこれから数年の後に児童数が少なくな

って大変、統合はどうなるべと心配に思っている親がいる。統合が今

までのように中ら進まないのであれば、東小と大河原小のプミ統合も

視野に入れてほしい。

○議員よりも保護者のや学校現場の意見を最優先したい。

○場所の問題は、中学校の統合のことを考えるとズポケれセな問題であ

る。十分配慮してほしい。

上記の意見を基に、方向性の確認を行いました。委員会では、「昭和村の小

学校を統合し、中学校と一体とすることで、郷土愛を育む小中一貫教育を行

える学校校舎を建設する」としました。

また、方向性の決定が成された段階で、住民への説明及び住民への意見を

伺うための「地区説明会」の実施が必要との事務局提案を受け、委員会では

村内八カ所における「小学校の統合に向けた検討委員会の進捗状況の地区説

明会」を実施することとしました。
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．地区説明 意見

第 回 令和 年 月 日 永井住民センター 参加者 名

意見 ・小規模校 方 良い 統合 先生 数 減

・統合 増え 競争意識 強い子 増え く い

・昔大河原 教員 大河原小 少人数学級 良

・元教員 意見 わ 一番大切 今 子 保護者 意見

・統合 う 教員免許 持 先生 減

第 回 令和 年 月 日 入原住民センター 参加者 名

意見 ・資料 文部科学省 あ 文科省 方針 首相 変わ

・学校 統合 過疎化 拍車

・小中学校 一体 く 少 離 方 い い

・少人数学級 方 先生 目 届く

・統合 体育館・校庭 小中別 作

・統合 ー バ 定期代 負担 い方 良い

第 回 令和 年 月 日 地域活性化センター 参加者 名

意見 ・少人数 遊 く 避

・一校 支援学級 教職員 数 減 い い

・統合 早 い 途中 統合 子

・統合校 一緒 学童 作 い 学童 一緒 考え い

・ ー バ 運用 う考え い

第 回 令和 年 月 日 貝野瀬構造改善センター 参加者 名

意見 ・統合場所 決 い い 疑問

・小中一貫校 建物内 分 い 制服 う

・一貫校 い い

・統合校 部活動 う

・視察場所 統合 経緯 教え い

・小中一貫校 国 推奨 い 補助金 う い

・親 立場 少 良い学校 通わ い
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第 回 令和 年 月 日 生越住民センター 参加者 名

意見 ・統合場所 決 い

・現在生越 小学生 一人 早く統合 い

・安全 場所 統合 い

・統合 部活動 や 方 変化 あ

・小中一貫校 メ ッ

・南小学校 児童生徒数 多い 理由

・ 住 い 子 通学バ 乗車 い

・生越 統合 早く い 思 い

第 回 令和 年 月 日 大河原住民センター 参加者 名

意見 ・子 中心 学校 く 要請 子育 支援 力 入 い

・保育園 一緒 方 良い 思う

・特支学級 子 持 親 路線バ 不安

・義務教育 通学費 負担 大 い 軽く い

・視察先 状況 教え い

第 回 令和 年 月 日 赤城原住民センター 参加者 名

意見 ・現在 ー バ 通 い う

・統合 最短 い

・統合 絡 子 心 ォ ー 願い い

・ 校 先生方 選 方や有名 先生 入 い

・状況 合わ 説明会 い

・制服・体操服 統合前 早 決 い 制服 本当 必要

・新 い学校 作 く い

第 回 令和 年 月 日 昭和村公民館 参加者 名

意見 ・ 校 校 統合 場合 コ 的 う

・や 早くや い 子 持 親 不安

・利根郡近郊 統合状況 う い

・東小・大河原小 統合

・ 校現状維持 方々 意見 出来 取 入 い
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○第 回 会議

日 時 令和 年 月 日

参加者 委員 名 事務局 名

内 容

（１）地区説明会の状況報告について

（２）検討委員会の結論について

（３）報告書の作成について

（４）答申について

○地区説明会報告

上記資料を元に各地区での説明会の状況が

が報告されました。

そして、説明会での状況を加味して、検討委員会としての結論を次の通り

としました。

【昭和村 小学校 校 統合 校 新 い場所 中学校 一体

校舎 建設 郷土愛 育 小中一貫校 作

結論 加え 報告書 内容 い 議論・承認 い 報告書原本 持

帰 修正点 加え 報告書 委員長・副委員長 委員会 代表 村・村長 対

答申 報告
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．小学校統合 向 結論そ 今後 提言

令和 年 月 村長 諮問 受 昭和村学校 在 方検討委員会 報告

読 村内 小学校 統合 向 昭和中学校 連携 い 会議や資料

県内外 義務教育学校 視察 委員会 方針 決 村内八カ所 及ぶ住

民説明 い 方向性 い 確証 得 昭和村 学校施設

い 結論 記 い

昭和村 小学校 校 統合 校 新 い場所 中学校 一体 校

舎 建設 郷土愛 育 小中一貫校 作 希望い

主 理由 い 以下 通

従来 ・ 制度 問題 い 不登校問題 対応や 質 高い勉強

可能 教科担任制 早期移行 そ 小中 合わ 切 目 無い教育 実

現 い い

児童生徒数減少 複式学級や少人数 学級 見 男女比 偏 解消

多く 子 触 合う 生 思考力・表現力・判断力 育成

い い

大規模改修時期 い 老朽化 校舎 利用 く バ ー設

備や高断熱機能 備え 校舎 求 設備 持 施設 子

学 い

小学校 統合 いう 各地区 小学校 く いう そ

遠距離通学 問題 あ 地域 コミュ ー 拠点 問題 あ 様

々 事 議論 い 考え 昭和村 子

念頭 話 合え 協力 い 解決 い い 信

今後 い 新 い学校施設 莫大 費用や期間 そ 様々 問題

あ 思い 地区説明会 参加い い 方 早急 建設決定 望

声 多 実際 建設 建設用地 決定 用地取得 造成

設計 工事 時間 早期 判断 望 あ

建設決定い 場合 多く 村民 意見 取 入 体制

構築 遠距離通学 家庭 負担配慮 そ 住民 特 小 子様

持 方々 進捗状況 説明 力 入 い 安心安全 場所 素晴

い学校施設 建設い う く 願い申 上
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わ

昭和村 統合小学校 建設 向 昭和中学校 連携 主 議題

検討 年間 あ 義務教育学校 いう新 い教育制度 昭和村 学校

教育 現実 接点 探 く 委員 皆様 膨大 ー 義務教育学

校 参考資料 読 い 距離 ｋｍ 超え 他県 学校 視

察 同行い 文章 体験 通 義務教育学校 理解い 昭和村 小

中学校 連携 形態 合う 討論い 月 予定 い 義

務教育学校 視察 新型コ 感染症 第 波 猛威 振 い視察時期 月

込 中 月 方針 決定 村内八カ所 い 保護者や地区住民

膝 合わ 説明会 統合 向 様々 意見 拝聴 学校 統合

いう大 事業 村民皆様 生活 深く関わ く 事業 あ 再認識

い

度報告書 委員会 活動 記 出来 え 忙

い中 会議や視察 協力い 委員 皆様 熱い思い あ 存

結 本答申 契機 村 教育委員会 学校 家庭 地域 連携 良い

理解 協力 得 進 う 切望 昭和村 子 素

晴 い教育環境 中 健や 成長 未来 日本 背負 立 人材 生

や 将来 昭和村や地域 後継者 活躍い う いく

心 願う あ
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委員長 小野 和好

副委員長 横坂 末吉 林 勝美

, 職名 氏名 氏名

教育長 小野 和好

副村長 角田 正良

議長 藤井 貞光 片柳 悦夫

文教産建常任委員長 横坂 末吉 林 勝美

文教産建常任副委員長 片柳 悦夫 倉沢

文教産建常任委員 加藤 生 永井 一行

文教産建常任委員 林 幸司 林 祐司

文教産建常任委員 倉沢 林 栄一

区長会長 清水 十三夫

区長会 副会長 角田 知明

教育長職務代理者 青木 美穗子

教育委員 須藤 俊哉

教育委員 竹内 貞衛

教育委員 加藤 由香

東小ＰＴＡ副会長 奈良 浩

南小ＰＴＡ副会長 澤浦 太一

大河原小ＰＴＡ会長 根岸 克彦

昭和中ＰＴＡ会長 織田澤 智弘

第 保育園保護者会長 茂木 智之

第 保育園保護者会長 臼木 英幸

子育保育園保護者会長 廣田 豊

東小学校 校長 中島 潔

南小学校 校長 阿部 詩子

大河原小学校 校長 平形 隆正

昭和中学校 校長 秋元 秀文

学識経験者 吉澤 博通

学識経験者 堤 義樹




